
　

　

H 25 ～ H 28

①

②

①

②

事業種類

事業期間
椿による五島列島活性化特区事業評価対象事業名称

コード

記入日

 （対象2）

町民
（椿実生産者・椿油生産者）

H24.10.31

新規事業評価表【事前評価】

 （対象1）

次世代のしまの可能性を広げる産業づくり

活動指標

作成年度

（活動指標名称）

 事務事業名称

 対象：誰、何を対象にしているのか

総合計画の位置付け

 対象指標：対象の大きさを表す指標

 目的：何をしたいのか

28年度

課ｺｰﾄﾞ 115

24

～

404020301

25

平成

年度

課　名

29年度

内

訳

 人件費　B

24年度

 （対象指標2）

成果指標

平成28年度

つばき産業の育成

椿による五島列島活性化特区事業費

 （対象指標1） 22,235人
(H24.10.1現在)

平成27年度

平成27年度1.0式

作業・運搬道整備

保全事業

倉庫240㎡

工場164.4㎡

 細目ｺｰﾄﾞ

自生椿林の利用

率

椿油・関連商品

の売上額

現利用率0.5%

（成果指標名称） （成果指標数値）

1.42億円

現売上額1.5億円

（椿油1.26億円）

（商品0.16億円）

（指標積算根拠）

農林課

課長名 幹　保孝

28平成平成

犬塚　忠生担当者

継続事業

財務会計の位置付け

 政策ｺｰﾄﾞ 4  款ｺｰﾄﾞ 6

年度

年度

2

 政策名称

 施策名称

自立する産業の育成、雇用の確保

 基本事業ｺｰﾄﾞ 40402  目ｺｰﾄﾞ 2

 施策ｺｰﾄﾞ 404  項ｺｰﾄﾞ

 基本事業名称

1358

 関連計画
新上五島町つばき産業振興計画

椿による五島列島活性化特区
法令・条例規則等

 事務事業ｺｰﾄﾞ 4040203

 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

 事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入  活動指標：事務事業の活動量を表す指標

1.0式

・五島列島に数多く自生する椿を地域振興に活用するため「椿による五島列島活性

化特区事業」を実施する。

　→自生椿林内作業道・運搬道整備事業（H25～H27）66,600千円

　→自生椿林改良保全事業（H25～H27）36,000千円

　→椿油・実保管倉庫建設事業（H26～H27）50,000千円

　→椿加工場建設事業（H25～H26）215,000千円

　→椿油・関連商品開発促進事業（H25～H28）10,000千円

（活動指標数値） （指標積算根拠）

① 自生椿林保全

（目標達成年度）

単位
全体計画

30年度以降

平成28年度

・全域に自生し、日本一の本数を誇る島のシンボル的な地域資源である椿の実を活

用して椿油を生産をしているが、人口減少や過疎化、高齢化による森林の荒廃や耕

作放棄地の拡大、椿実採取者の高齢化に伴う担い手不足などにより関連製品の開発

と販売・マーケットの拡大が進んでいないなどの課題が山積している。このため、

特区により、椿油の増産のみならず椿の木全てを有効に活用して地域が一体となり

「椿関連産業」の活性化に取り組み、離島の活性化の起爆剤として地域に根ざした

地域密着型の６次産業化をめざすことを目的としている。

2.5%

1.0

25年度

式 1.0

26年度 27年度

式 1.0 1.0

% 2.5 1.0 1.5 2.0 2.5

83,100

億円 1.42 0.59 0.81 1.13

81,700

1.42

 総事業費 C（A+B） 千円 383,200 53,100 243,100

124,966

3,900

 直接事業費 A 千円 377,600 51,700 241,700 2,500

C

の

財

源

内

訳

国補助金 千円 201,148 29,966

県補助金 千円

起　　債 千円 173,900 20,900 115,900

一般財源 千円 8,152

そ の 他 千円

2,234 2,234 2,234

1,20035,900

44,966 1,250

千円 5,600 1,400 1,400 1,400 1,400

7,000

人 0.8 0.2 0.2 0.2 0.2

人件費単価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

従事職員数

7,000 7,000

1,450

②
椿実倉庫建設

椿油工場建設

①

②

計画（PLAN） 

実施（DO） 



　

 

必要最小限の事業費の積み上げになっており削減は難しいと考えるが、その中でも効果が最大減に発揮できるよう精査しながら

事業を進めていく。

初期投資の部分においては、公費で行うことにしているが、その後の維持管理は受益者自らが行うこととしているため適正であ

る。

つばきアイランドプランがあるが、五島列島活性化特区事業として単一事業である。

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容評価項目

本事業を実施することにより、第一次産業の振興、雇用の確保、地域経済の活性化を図ることで、本町が抱える課題解決につな

がるため緊急性・必要はある。

※3次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

2次評価

3次評価

住民等の意見

町 の 対 応

次世代のしまの可能性を広げる産業づくりとして、地域資源を活かした椿関連産業の活性化に取り組むことは雇用創出及び産業

の育成の面から有効であると判断するが、住民や関係機関等との連携を密に一体となって取り組むこと。また財源確保の観点か

らも県、五島市及び関係省庁との協議し特区事業として認定されるよう取り組むこと。なお、事業実施にあたっては、国庫補助

の採択により実施し、予算計上についても補正対応とすること。

  

 

地場産業の育成につながるものであり適切である。

本町が抱える課題解決に取り組むと同時に、これまであまり活用されていない地域資源を活用して実施するため税金を投入する

ことは妥当である。

離島である本町の活性化のために取り組むものであり、このままだと第１次産業の衰退、雇用の場の減少による島外流出、地域

経済の低迷などがますます進み、少子高齢化や後継者不足など様々な部分に影響を及ぼすことになる。

・事業の緊急性・必要性

はありますか。

・事業を行わない場合の

影響はありますか。

・事業費を削減できませ

んか。（費用対効果）

1

次

評

価

404020301ｺｰﾄﾞ

  

・事業の対象・目的は適

切ですか。

・町が税金を投入して行

う必要がありますか。

・受益者負担は適正です

か。

・類似事業との整理統合

はできませんか。

1次 2次 3次

次年度以降に計画どおり実施する
事

業

の

方

向

性

1次 2次 3次

 事業費を減額して事業を実施する

計画どおりに事業を実施する

  当分の間は実施しない

類似事業と整理統合して実施する

実施期間を見直して事業を実施する

事業内容を見直して事業を実施する

  ●

  次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

●

 次年度以降に計画を見直して実施する   

評価（CHECK） 


